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「まるごと協同ツアー」　水揚げされたばかりの鯛などのお刺身を船上でいただく

「協同組合研究・交流会　～林業の役割を学んでみませんか～川上から川下へ」
杉の伐倒から丸太にされるまでを見学
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「合理的無関心」を乗り越えてひょうご消費者ネット
理事長

鈴木 尉久
（すずき・やすひさ）

　

ひ
ょ
う
ご
消
費
者
ネ
ッ
ト
は
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
「
適
格
消
費
者
団
体
」
の
認
定
を

受
け
、
事
業
者
に
よ
る
不
当
な
契
約
条
項
の

使
用
や
不
実
告
知
等
に
よ
る
勧
誘
を
差
し
止

め
る
た
め
、
裁
判
を
す
る
権
限
を
持
つ
消
費

者
団
体
で
す
。

　

事
業
者
が
提
示
し
て
く
る
、
細
か
な
文
字

で
記
載
さ
れ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
契
約
条
項

は
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
、「
そ
も
そ
も
交

渉
し
て
も
変
更
の
余
地
は
な
い
し
、
意
味
も

理
解
で
き
な
い
」
の
だ
か
ら
「
読
ん
で
も
仕

方
な
い
」
も
の
で
す
。
仮
に
努
力
し
て
読
ん

で
も
、
交
渉
で
変
更
さ
せ
る
余
地
が
な
い
の

だ
か
ら
、
無
駄
な
努
力
は
や
め
て
、
事
業
者

が
提
示
し
て
く
る
契
約
条
項
を
す
べ
て
鵜
呑

み
に
す
る
の
が
む
し
ろ
合
理
的
な
行
動
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、

「
合
理
的
無
関
心
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

騙
さ
れ
て
消
費
者
被
害
を
受
け
た
方
の
心

理
に
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

自
分
一
人
が
必
死
に
な
っ
て
加
害
者
の
悪
辣

さ
と
被
害
の
深
刻
さ
を
訴
え
て
み
て
も
、
加

害
者
が
咎
め
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
し
お
金

が
返
っ
て
く
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
だ

か
ら
、「
い
い
勉
強
を
し
た
」
な
ど
と
自
分

を
慰
め
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
消
費
者
の
力
は
、

た
し
か
に
強
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
の

社
会
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
適
格
消

費
者
団
体
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
多
数
の
消

費
者
か
ら
の
情
報
を
集
約
す
れ
ば
、
被
害
回

復
に
一
筋
の
光
明
が
見
え
ま
す
。

　

ミ
ツ
バ
チ
と
ス
ズ
メ
バ
チ
は
体
格
が
全
く

違
い
、
一
対
一
で
は
ミ
ツ
バ
チ
に
勝
ち
目
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ

に
は
、
巣
に
襲
い
掛
か
っ
て
く
る
オ
オ
ス
ズ

メ
バ
チ
を
取
り
囲
ん
で
熱
で
蒸
し
殺
す
「
熱

殺
蜂
球
」
と
い
う
必
殺
技
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
者
被
害
を
受
け
た
と
き
に
一
人
で

悩
む
の
で
は
な
く
、
制
度
的
な
「
熱
殺
蜂

球
」
で
あ
る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を

し
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
は
全

国
ど
こ
か
ら
で
も
1
8
8
で
す
。）、
ま
た
、

ひ
ょ
う
ご
消
費
者
ネ
ッ
ト
に
も
情
報
を
く
だ

さ
い
（
電
話
番
号
は
0
7
8

－

3
6
1

－

7
2
0
1
で
す
。）。
受
け
た
被
害
を
救
済
し
、

同
種
被
害
を
防
止
す
る
の
に
、
き
っ
と
お
役

に
立
て
る
は
ず
で
す
。

2 ．想点

3．2024年度�兵庫県生協大会�開催

4．組合員の参加を考える研究会／医療生協部会《拡大版》

5．兵庫JCC／兵庫県・兵協連共済　監事研修会

6．協同組合のかけ橋

7．兵庫県のページ／ヨッシーの窓

8．新春トップセミナー・賀詞交換会のご案内／
税務・経理講習会のご案内／県連行事予定／編集後記



■兵庫県知事感謝
氏　名 所属生協

末松　泰信 兵庫県立大学生活協同組合
内田真紀子 甲南大学生活協同組合

■兵庫県生協連合会会長表彰
氏　名 所属生協

友重　伸和 生活協同組合コープこうべ
濱西　仙欣 生活協同組合コープこうべ

神代和佳子 神戸医療生活協同組合
林　　悦子 神戸医療生活協同組合
滝澤　恭博 神戸医療生活協同組合
金田　大成 尼崎医療生活協同組合
福井　宜紀 尼崎医療生活協同組合
髙野未紀子 尼崎医療生活協同組合
中畑　貴喜 尼崎市民共済生活協同組合
井上智恵美 兵庫労働共済生活協同組合

澤田　豊宏 生活協同組合コープこうべ
中島　寛文 生活協同組合コープこうべ
山内　俊一 生活協同組合コープこうべ
森下　正人 生活協同組合コープこうべ
山中　一彦 生活協同組合コープこうべ
松本みゆき 生活協同組合コープこうべ
油谷　悦子 生活協同組合コープこうべ
五嶋めぐみ 生活協同組合コープこうべ

 2024年度　知事表彰・生協功労者表彰 （順不同、敬称略）

　第 1 部記念式典は、甲南大学生活協同組合 新田 亜梨香さんの司会で始
まり、主催者を代表して兵庫県生協連 岩山 利久 会長理事が挨拶。引き続
き、ご来賓の兵庫県県民生活部 次長 小谷 寛和様、神戸市 地域協働局副局
長 保科 暁子様より表彰者と生協への期待がこめられた祝辞をいただき、兵
庫県議会副議長 谷井 いさお様からもお祝いのメッセージを頂戴しました。
　続いて行われた表彰式では、長年にわたり生協の発展に寄与された 2 人
の会員生協役員に生協功労者表彰として「兵庫県知事感謝」が贈られまし
た。また、生協業務に精励した18人に「兵庫県生活協同組合連合会会長表
彰」が贈られ、会場から大きな拍手がおくられました。
　第 2 部は、「紛争地、被災地に生きる人々の声～取材から見えてきたこ
と～」と題し、安田 菜津紀氏にご講演いただきました。心揺さぶられるエ
ピソードと安田さんの数々の写真に、平和や自然災害について思いを馳せ
る機会となりました。
　また、会場内・外ではブース展示を実施し、購買生協の商品紹介・配布、
医療生協の健康チェック、こくみん共済 coop の VR ゴーグルでの“万が一
に備える体験”、賀川 豊彦のパネル展示など、参加者の皆さんに生協の取
り組みを広くアピールし、大いに盛り上がりました。

2024 年度 兵庫県生協大会 開催2024年度 兵庫県生協大会 開催
テ
ー
マ

つながる力で未来をつながる力で未来を拓拓
ひらひら

くく
～平和で持続可能な社会の実現～～平和で持続可能な社会の実現～

10月24日、ラッセホールおいて、2024年度兵庫県生協大会を開催し、会員10月24日、ラッセホールおいて、2024年度兵庫県生協大会を開催し、会員
生協の組合員、役員や職員など187人が集いました。生協の組合員、役員や職員など187人が集いました。

事務所移転のご案内（12月9日～）

新住所・電話・FAX
〒651‒0083  兵庫県神戸市中央区浜辺通５丁目1‒14

神戸商工貿易センタービル13階
電話　078－894－3207
FAX　078－894－3208

　兵庫県生活協同組合連合会は12月 9 日より、
下記事務所へ移転します。
　皆様には、ご不便をおかけしますが、今後とも
よろしくお願いいたします。

※ 兵協連だより11月号にて誤ったFAX番号を記載しておりました。申し訳ございません。

貿易
センター駅
貿易
センター駅

ポートライナー
「貿易センター」駅すぐ
ポートライナー
「貿易センター」駅すぐ

阪急三宮駅阪急三宮駅

JR三ノ宮駅JR三ノ宮駅

JR元町駅JR元町駅

阪神三宮駅阪神三宮駅阪神元町駅阪神元町駅

●神戸商工貿易
センタービル
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兵庫県�県民生活部
小谷�次長

神戸市　地域協働局
保科�暁子�副局長

講師　安田�菜津紀氏 司会　新田�亜梨香氏

ブース展示

「生協功労者表彰」受賞者
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医療生協部会《拡大版》
　11月12日、医療生協部会《拡大版》を開催し、講師に大阪大学大学院人間科学研究科教授　斉藤
弥生氏をお招きし、「医療生協の組合員参加を楽しく活性化させていくために」と題した講演をいた
だきました。各医療生協や購買生協の役員や職員32人が参加しました。

　「地域住民」と「専門職」が一緒に公共サービスをつくりあげるという概念について
や、医療・介護・地域福祉が協働して行う事例、手術後等の高齢者へ「再自立」の支援
など、生協ならではの視点をもってお話しいただきました。最後に「参加型医療・介護
調査からみた医療生協+医療生協の実践」をテーマに協同組合間協同についても提言を
いただきました。
　ご自身の体験や参加者への投げかけなども盛り込んだ講演で、参加者は自身の取り組
みや今後の在り方について考えながら、お話を聞くことができました。
　座長の姫路医療生協　黒岩勝博専務理事の進行で、積極的な質疑応答・意見交換が行
われました。

参加者の感想（抜粋）
・�・�「やりがい」「学び」「楽しみ」を助け合い
の会にも取り入れたい。「楽しみ」を感じ
る活動を考えたい。

・�・�組合員がリエイブルメントを実感できる
ような教育宣伝活動を強めていきたい。
・�・�医療機関、介護機関を地域の皆さんに親
しんでいただけるような取り組みを拡充
したい。
・�・�とてもわかりやすいお話で、普段課題と
感じている事柄について考えを整理する
ことができました。

　11月19日、第 3 回　組合員の参加を考える研究会を、ろっこう医療生協の「ケアベース水道筋」にて開催しました。
　 9 人が参加し、施設の見学や小規模多機能型居宅介護の内容や施設の機能について学習しました。また、建設にあ
たり組合員と職員がともに様々なアイデアを出し、出資金ふやしの活動を進めていることなども説明を受けました。

＊ろっこう医療生協ケアベース水道筋の見学
　�1階がデイケアの部屋。2階が泊り介護のお部屋があり、3階に
は生協本部と訪問看護、訪問介護、訪問リハビリテーションのス
テーションが入っています。

＊増資のとりくみ紹介
　�新施設設立にあたって2023年から職員と組合員による建設委員
会を立ち上げ、施設の名称募集や増資キャンペーンなど組合員に
参加してもらいやすい企画を考案しました。
　�プレゼント付きの記念増資など楽しい方法に挑戦するなど職員と組
合員が一緒になって出資金ふやしを推進し1億円増資キャンペー
ンの目標を達成しました。

参加者の意見・感想
・�・�新しい施設を造るために組合員も増資に積
極的に参加されたのは期待と信頼の証だと
感じた。
・�・�出資配当を期待してではなく、より良い施
設をつくり事業を発展させるための出資活
動に共感する。
・�・�ろっこう医療生協は、地域に密着したきめ
細やかな医療・介護を実現してこられてい
ると実感した。

第 3 回 組合員の参加を考える研究会

2024年11月にオープンした「ケアベース水
道筋」

チラシや機関紙、プレゼント品などを見せてもら
いながら、増資について話を聞きました

3階の居室には神戸らしく「山」
「海」の部屋番号がついています

講師　�大阪大学大学院教授
斉藤弥生氏

座長である姫路医療生協　黒岩専務が進行
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　11月6日、兵庫JCCによる「2024年　協同組合研究・交流会」が開催され、ひょうご森林林業協同組
合連合会のコーディネートのもと、木材の流通を「川上」「川中」「川下」の各段階で訪問し、各事業体や
関係者の取り組みや想いを知ることで林業を体系的に学びました。
　参加者は「普段自分たちでは行けない場所（木の伐採やセリの現場）を見る機会をいただき、ありがたかっ
た」「実際の伐採を見ると迫力がありました」「兵庫県の木を使うようにしたい」と感想を述べていました。

　2025年の国際協同組合年（IYC2025）に向け、若い世代に協同組合を知ってもらうために、取り組み紹
介のツアーを学生向けに開催しました。11月9日に兵庫県漁業協同組合連合会の協力で、大学生を中心に
14人が坊勢漁港などを巡りました。定置網漁の水揚げを間近で見学し、獲れたての魚の試食をしたり、坊
勢漁業協同組合の施設見学、放流体験、水産加工センターの見学などをしました。最後に協同組合に関す
る学習と、お刺身のお土産をいただき、充実した一日となりました。
　「協同組合の方の主催であったため、漁業組合だけでなく、生活協同組合・森林組合などの方とも交流で
きたことが、嬉しいと感じました。」「幅広いことをされていると思いますが、実際にどんな仕事をしてい
るかなど具体的にお話を聞いてみたいです。」という感想がありました。
　兵庫JCCでは今後も協同組合の認知度向上のための企画をすすめていきます。

第27回 第27回 兵庫県・兵協連共催 監事研修会兵庫県・兵協連共催 監事研修会
　11月15日、オンラインで兵庫県・兵庫県生協連共催による「第27回監事研修会」を開催しました。こ
の研修会は、生協運営の健全な発展に果たすべき監事の役割や監査実務の確認と、健全な生協運営を実
施するために行っているもので、当日は、 6 会員生協から11人が参加しました。
　はじめに、日本生協連渉外広報本部法務部の井藤康治氏から「業務監査の考え方と実際～監査調書か
ら監査報告へ」、次いで兵庫県県民生活部県民躍動課消費政策班の副主任　三木景介氏から「生協の指
導検査を実施して」と題して、それぞれ講義をいただきました。

2024年 協同組合研究・交流会
「～林業の役割を学んでみませんか～川上から川下へ」

まるごと協同ツアー

兵庫JCC

森林整備現場見学 宍粟市波賀町�
しそう森林組合 【川上】

㈱宮下木材　加東市 【川下】㈱山崎木材市場 宍粟市山崎町 【川中】

各組織の紹介をして、協同組合の魅力をPR 漁業観光船に乗り、至近距離で定置網漁の見学 水産加工センターの見学
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Ｊ
Ａ

Ｊ
Ｆ

虹の仲間で海づくり
～豊かな海づくりに向けて～

ナスの栽培と食農教育で 
伊丹市の農業を活性化したい

　伊丹市の小田祥三さんは、農業大学校に進学し、
水稲やレタスの栽培を学んだ後、香川県内の農業
法人に就職しました。しかし、地元伊丹市の高齢
化や後継者不足による離農が増加している状況に
危機感を覚え、自身の力で農業を活性化させたい
との思いから、 5 年前に帰郷し就農しました。
　就農にあたり、栽培経験のあるレタスに加え、
レタスの端境期である夏場の収入として、着果率
が高く肥培管理や潅水のタイミングをつかめば安
定して収穫できる「PC 筑陽ナス」の栽培を開始し
ました。
　ナスは害虫が付きやすく、病気が蔓延しやすい
傾向があります。そこで、葉や実が地面に触れな
いよう倒伏を防ぐ支柱の設置方法を工夫したり、
栽培当初は30㎝だった畝の間隔を2m に広げ、葉
が密集しないようにするなど病害虫の発生を防止
しています。さらに、センチュウ対策として、ほ
場にマリーゴールドを植え、根から放出される物
質により成長や繁殖を抑制しています。これらの
取組みにより、出荷量は初年度の1.5t から2t に増
加しました。JA兵庫六甲伊丹営農支援センター営
農相談員荒木真弓さんは「小田さんは、地域の担
い手として栽培技術の向上に積極的に取り組みな
がら、安定した出荷量の確保に努めておられます」
と話します。
　また、小田さんは伊丹市農業青年研究会の会長
も務めており、小学校への出前授業を実施する等、
食農教育にも力を入れています。今後も伊丹市の
農業の活性化を図る活動を継続したいと意気込み
ます。

JA 兵庫六甲JF 兵庫漁連

　10月13日（日）明石大蔵海岸で、兵庫県漁業協同
組合連合会とひょうご豊かな海発信プロジェクト
協議会が主催する、「豊かな海を食べる・学ぶ・体
験する」をテーマに、豊かで美しい海の必要性を
広く県民に PR することを目的とした「虹の仲間
で海づくり」が開催され、大人と子ども合わせて
約40名が参加しました。
　同協議会　突々　淳会長による開会の挨拶から
始まり、JF兵庫漁連　西本　広幸課長による豊か
な海についての説明が行われ、豊かな海とは、ま
た豊かな海づくりには何をしたらいいのかを学び
ました。その後、参加者は 2 班に分かれ“アサリ
稚貝の放流と施肥”、“海中観察”を行いました。
　アサリ稚貝の放流と施肥では、アサリ稚貝を海
に放流し、アサリ資源の維持に取り組みました。そ
して、砂浜に穴を掘り肥料を埋めて海に栄養を送
りました。昨年、アサリの稚貝を放流した場所を確
認すると、アサリの姿は見えなかったものの、ヤド
カリなどの生き物がたくさん生息していました。
　海中観察では、水中ドローンを操作し、海中の
観察を行いました。「大きい魚がいる！」「ウニが
いる！」と、大きい魚やウニ、イカなど普段見る
ことのない魚の姿に子どもたちは大喜びでした。
　また、移動中空き缶やプラスチックごみ、たばこ
の吸い殻などを拾い、浜の清掃活動も行いました。
　活動終了後は昼食を兼ねて交流会が開かれ、 1
日の出来事を共有しました。生活協同組合コープ
こうべ　金子　博子理事の挨拶により閉会となり、
豊かな海について理解が深まる 1 日になりました。

突々 淳 会長による開会の挨拶 アサリ稚貝の放流の様子

水中ドローンを操縦する様子� 交流会の様子
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　みなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
　2024年も、気が付けば、あとわずかになってきました。みなさま、この 1 年はいかがでしたでしょ
うか。私自身は、別れあり出会いありの 1 年だったなぁと感じています。
　さて、最近「オンラインカジノ」による借金の相談が増加しているという記事をみかけました。オ
ンラインカジノとは、スマホやパソコンなどを通じてインターネット上でギャンブルを行うことで
す。今回はオンラインカジノの違法性についてではなく、ギャンブルのために借金をしてしまうことについてお話し
ていこうかと思います。私の相談現場での実感ですが、コロナ禍でオンラインでのギャンブルをする人が増えたよう
にも感じます。というのも、コロナでパチンコ店や競馬場に行くことを避けたため、スマホでギャンブルを始めてし
まうのです。その気軽さから、その金額も大きくなり、借金を背負ってしまうというケースです。借金の問題は法的
な整理を行うことで解決ができます。なので、借金の問題で悩んでいるのであれば、 1 度、法律の専門家のところへ
相談に行ってほしいと思うのです。またギャンブルがやめられないで困っているということもあると思います。依存
症の問題です。この続きは次回にしたいと思います。

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：offi  ce@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

※ このチラシは、当センターの
ホームページで公開していま
すのでご活用ください。

　兵庫県内の消費生活センターに寄せ
られた相談のうち、契約者が60歳以上
の相談は全体の 4割を超えており、年々
シニア世代の相談割合が増えています。
　この度、シニア世代が巻き込まれが
ちな消費者トラブルの手口と対処法を
マンガで紹介したチラシを作成しまし
たので、その一部をご紹介します。

こんな手口に気をつけてこんな手口に気をつけて
～シニアが狙われる～～シニアが狙われる～

「もう支払ったし…」、「何日も前の話だし…」とあきらめず、お近くの消費生活
センター（消費者ホットライン188）にご相談ください。ご相談は、ご自身の
被害回復に役立つだけでなく、注意情報への活用、事業者の指導・処分、法整
備などを通じて、他の方への被害拡大防止にも役立ちます。

兵庫県立消費生活総合センター　消費生活相談　☎�078-303-0999
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ホームページ ●アドレス（URL）：https://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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参加申し込み・お問い合わせ
兵庫県生活協同組合連合会
12/ 6 まで
TEL 078-391-8634

12/ 9 から
TEL 078-894-3207

開催日時 ： 2025年 1 月21日㈫　10：00～16：00
会　　場 ： 神戸商工貿易センタービル　26階　第 2 会議室・オンライン
  会場参加とオンライン（Zoom）のハイブリット型
内　　容 ： ①2024年度税制改正
  ②新リース会計基準と税務の注意点
  ③決算と税務に関する注意事項
  ④その他（質疑応答含む）
講　　師 ： 税理士　江藤 俊哉氏
受 講 料 ： 無料
申込締切 ： 12月23日㈪

第23回 税務・経理講習会のご案内
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2025年　兵庫県生協連

第17回 新春トップセミナー・賀詞交換会のご案内

◆開催日時：2025年 1月11日（土） 14時～17時
14：00～15：45　トップセミナー（講演会）
16：00～17：00　賀詞交換会

◆会 場： 湊川神社　楠公会館　神戸市中央区多聞通 3 丁目 1 － 1

◆講 演：「 これからのコミュニティ防災のあり方 
～阪神淡路大震災から30年、共助としての生協の可能性を考える～」

　神戸大学名誉教授・兵庫県立大学名誉教授　室
むろ

崎
さき

益
よし

輝
てる

氏

◆申込締切： 12月24日㈫

参加申込・お問い合わせ　兵庫県生協連 12/ 6 まで　TEL 078-391-8634
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12/ 9 から　TEL 078-894-3207
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